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１．はじめに

　企業会計基準委員会（ASBJ）は、2020年３月

31日に企業会計基準第31号「会計上の見積りに

関する会計基準」（ASBJ［2020a］、以下、新会

計基準）を公表した（注１）。この会計基準は１年

間の準備期間を考慮し、2021年３月31日以後終

了する年度の年度末に係る財務諸表から適用する

こととしていた（注２）。

　しかし、2020年３月期の決算において、会計

上の見積りを行う上で新型コロナウイルス感染症

の影響をどのように考えるかが議論となったた

め、ASBJは新会計基準の適用日が到来する前の

2020年４月に議事概要を公表し、考え方を明ら

かにすることとした（注３）。

　本稿では、新会計基準と、新型コロナウイルス

感染症の影響の考え方に関する議事概要を概観し

た上で、両者に基づく開示の関係についてみてい

くこととしたい。また、2021年３月期決算の開

示に関する所感を述べることとしたい。
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